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第４次 第５次

2,721,497 2,721,497 6,108,632 6,108,632

1 総
合流式下水
道緊急改善
事業費

大雨時、雨水ととも
に排出される汚濁負
荷の高い汚水を一時
貯留し、公共用水域
の水質を保全する。

市民
施
整

合流改善事
業

合流改善事
業

101,608
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 1,785,653 6
合流式下水道
緊急改善事業

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

工事費設計積
算（直営）

設計積算延長
1,080.6
m

1,080.6
m

工事費設計積
算（直営）

設計積算延長 45.8m 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
予算
なし

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

工事施工監理
（現場技術）

遅延率 0% ４０％ 7,845
工事施工監理
（現場技術）
（委託）

遅延率 0 12,000 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

貯留管整備工
事の実施（工
事請負）（平
成１９年度か
ら繰越）

立坑箇所数 １箇所 １箇所 10,000 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

貯留管整備工
事の実施（工
事請負）

整備延長
（一次覆工）

1,058ｍ 0ｍ 83,763

貯留管整備工
事の実施（工
事請負）（建
設泥土分級施
設工事を統合
し、平成20年
度から繰越）

整備延長
（シールド掘
削延長）

1,058ｍ 881,716 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

貯留管整備工
事の実施（工
事請負等）

整備延長
1,080.6
ｍ

588,305 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし 維持

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

建設泥土分級
施設工事の実
施

箇所数 １箇所 ０箇所

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

返送管工事
（工事請負）

工事延長 45.8m 100,000 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし 維持

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

機械設備工事 ポンプ設備 １式 110,000 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし 維持

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

電気設備工事 電気設備 １式 50,000 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし 維持

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

詳細設計（委
託）

貯留管整備延
長

1,380m 40,000 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし 維持

1
合流式下水
道緊急改善
事業費

水質・土砂検
定試験（委
託）

検査実施率 １００％ 3,632 6
合流式下水道
緊急改善事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし 維持

2 総
下町屋ポン
プ場整備事
業費

浜之郷排水区内の浸
水被害軽減を図るた
め、既存のポンプ場
建物の改築と排水能
力の高いポンプ設備
を新たに設置する。

対象地
域の市

民

施
整

下町屋ポン
プ場整備事
業

下町屋ポン
プ場整備事
業

399,863
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 1,637,825 5
下町屋ポンプ
場整備事業

未 高 高 高 終了 なし
減
ら
す

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

 地元説明会
進捗状況等説
明会開催回数

年６回 年４回 地元説明会
進捗状況等説
明会開催回数

年６回 5
下町屋ポンプ
場整備事業

不
可

必
要

不
可

済 無 なし
予算
なし

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

工事施工監理
（現場技術）
（委託）

遅延率 0% ０％ 6,596
工事施工監理
（現場技術）
（委託）

遅延率 0% 9,825 5
下町屋ポンプ
場整備事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
減
ら
す

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

下水道建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

下水道建設課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用



業務棚卸評価シート（平成２１年度版） 2/7

第４次 第５次

2,721,497 2,721,497 6,108,632 6,108,632

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

下水道建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

下水道建設課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

ポンプ場建設
（土木）工事
の実施（工事
請負）

整備率 100% 100% 109,941

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

ポンプ場建設
（建築）工事
の実施（工事
請負）

棟数 １棟 １棟 104,326

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

ポンプ場建設
（機械）工事
の実施（工事
請負）

ポンプ設備 １式 １式 80,000

ポンプ場建設
（機械）工事
の実施（工事
請負）（平成
20年度から繰
越）

機械設備 １式 231,000 5
下町屋ポンプ
場整備事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
減
ら
す

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

ポンプ場建設
（機械）工事
の実施（工事
請負）

機械設備 １式 923,000 5
下町屋ポンプ
場整備事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

ポンプ場建設
（電気）工事
の実施（工事
請負）

電気設備 １式 １式 99,000

ポンプ場建設
（電気）工事
の実施（工事
請負）

電気設備 １式 396,000 5
下町屋ポンプ
場整備事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
減
ら
す

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

ポンプ場建設
（場内整備、
遊歩道・公園
整備）工事の
実施（工事請
負）

整備工事 １式 63,000 5
下町屋ポンプ
場整備事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

ポンプ場建築
工事に係る建
物等事後調査
（委託）

調査件数

家屋16
件
墳墓34
件

10,000 5
下町屋ポンプ
場整備事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

2
下町屋ポン
プ場整備事
業費

ポンプ場建設
工事に係る建
物等補償交渉
（直営）

補償交渉案件
の未締結率

0 5,000 5
下町屋ポンプ
場整備事業

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

3 総

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

都市基盤施設である
公共下水道管（汚
水）の敷設を推進
し、生活環境の改善
及び公共用水域の水
質の保全を図る。

対象地
域の市

民

施
整

公共下水道
整備事業

公共下水道
整備事業

332,498
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 314,122 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

事業計画予定
作成（案）

汚水整備箇所
の決定

平成２０
年１０月

平成２０
年１０月

事業計画予定
作成（案）

汚水整備箇所
の決定

平成２１
年１０月 4

公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

工事費設計積
算（直営）

汚水管整備面
積

2.1ha 2.1ha
工事費設計積
算（直営）

汚水管整備面
積

2.9ha 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 22

引き続き、職員によ
り対応していた設計
積算業務の一部を委
託する。

予算
なし

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

工事費設計積
算（委託）

汚水管整備面
積

6.0ha 6.0ha 3,661
工事費設計積
算（委託）

汚水管整備面
積

0.5ha 7,700 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
増
や
す

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

実施設計・地
下埋設物調
査・土質調
査・埋文調査
（委託）

汚水管整備延
長

3,120m 3,120m 23,169

実施設計・地
下埋設物調
査・土質調
査・埋文調査
（委託）

汚水管整備延
長

464m 29,600 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

工事施工監理
（現場技術）
（直営）（平
成１９年度か
ら繰越）

工事延長 25m 90m

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

工事施工監理
（現場技術）
（直営）

工事延長 1,846m 1,126m
工事施工監理
（現場技術）
（直営）

工事延長 1,216m 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 22

引き続き、職員によ
り対応していた設計
積算業務の一部を委
託する。

予算
なし
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活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

下水道建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

下水道建設課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

工事施工監理
（現場技術）
（委託）（平
成１９年度か
ら繰越）

工事延長 108m 108m 3,894

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

他企業との調
整・移設補償
（直営）

補償箇所 １０箇所 ３箇所 2,328
他企業との調
整・移設補償
（直営）

補償箇所 １０箇所 9,960 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

汚水管埋設工
事（工事請
負）（平成１
９年度から繰
越）

工事延長 344m 198m 105,268

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

汚水管埋設工
事（工事請
負）（平成２
０年度から繰
越）

工事延長 356m 40,700 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
減
ら
す

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

汚水管埋設工
事（工事請
負）

工事延長 1,846m 1,126m 187,957
汚水管埋設工
事（工事請
負）

工事延長 1,216m 216,705 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

工事に係る建
物等補償（直
営）

補償交渉案件
の未締結率

0% ３３％
工事に係る建
物等補償（直
営）

補償交渉案件
の未締結率

0% 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 22

引き続き、職員によ
り対応していた補償
交渉の業務を委託す
る。

予算
なし

3

公共下水道
整備事業
（汚水整
備）

工事に係る建
物等事前・事
後調査、補償
交渉（委託）

調査件数

事前調査
15件、
事後調査
27件

事前調査
93件、
事後調査
7件

6,221

工事に係る建
物等事前・事
後調査、補償
交渉（委託）

調査件数

事前調査
35件、
事後調査
21件

9,457 4
公共下水道整
備事業(汚水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
増
や
す

4 総

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

都市基盤施設である
公共下水道管（雨
水）の敷設を推進
し、浸水被害の防止
及び軽減を図る。

対象地
域の市

民

施
整

公共下水道
整備事業

公共下水道
整備事業

1,302,412
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 2,033,050 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

事業計画予定
作成（案）

雨水整備箇所
の決定

平成２０
年１０月

平成２０
年１０月

事業計画予定
作成（案）

雨水整備箇所
の決定

平成２１
年１０月 3

公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

工事費設計積
算（直営）

雨水管整備面
積・幹線整備
延長

4.5ha
506ｍ

4.5ha
506ｍ

工事費設計積
算（直営）

雨水管整備面
積・幹線整備
延長

2.02ha
140ｍ 3

公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 22

引き続き、職員によ
り対応していた設計
積算業務の一部を委
託する。

予算
なし

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

工事費設計積
算（委託）

排水管整備面
積

4.9ha 4.9ha 2,441
工事費設計積
算（委託）

排水管整備面
積

0.88ha 28,050 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

基本設計・実
施設計・地下
埋設物調査・
土質調査・埋
文調査（委
託）

雨水管整備延
長

2,083m 2,083m 80,264

基本設計・実
施設計・地下
埋設物調査・
土質調査・埋
文調査（委
託）

雨水管整備延
長

2,688m 130,936 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

工事施工監理
（現場技術）
（直営）（平
成１９年度か
ら繰越）

工事延長 732m 1,091m

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

工事施工監理
（現場技術）
（直営）

工事延長 1,211m 1,004m
工事施工監理
（現場技術）
（直営）

工事延長 643m 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 22

引き続き、職員によ
り対応していた施工
監理業務の一部を委
託する。

予算
なし
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第４次 第５次

2,721,497 2,721,497 6,108,632 6,108,632

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

下水道建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

下水道建設課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

工事施工監理
（現場技術）
（委託）（平
成１９年度か
ら繰越）

工事延長 236m 439m 7,788

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

工事施工監理
（現場技術）
（委託）

工事延長 481m 0m 16,227
工事施工監理
（現場技術）
（委託）

工事延長 486m 24,250 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

他企業との調
整・移設補償
（直営）（平
成１９年度か
ら繰越）

補償箇所数 １箇所 ６箇所 4,988

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

他企業との調
整・移設補償
（直営）

補償箇所数 １５箇所 ７箇所 164,695
他企業との調
整・移設補償
（直営）

補償箇所数 １５箇所 156,040 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

雨水管埋設工
事（工事請
負）（平成１
９年度から繰
越）

工事延長 738m 1,530m 364,679

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

雨水管埋設工
事（工事請
負）（平成２
０年度から繰
越）

工事延長 669m 705,456 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
減
ら
す

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

雨水管埋設工
事（工事請
負）

工事延長 1,692m 1,004m 651,137
雨水管埋設工
事（工事請
負）

工事延長 785m 970,755 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

工事に係る建
物等補償（直
営）

補償交渉案件
の未締結率

0% ３３％
工事に係る建
物等補償（直
営）

補償交渉案件
の未締結率

0% 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 22

引き続き、職員によ
り対応していた補償
交渉の業務を委託す
る。

予算
なし

4

公共下水道
整備事業
（雨水整
備）

工事に係る建
物等事前・事
後調査、補償
交渉（委託）

調査件数

事前調査
36件、
事後調査
66件

事前調査
152件、
事後調査
12件

10,193

工事に係る建
物等事前・事
後調査、補償
交渉（委託）

調査件数

事前調査
65件、
事後調査
39件

17,563 3
公共下水道整
備事業(雨水整
備)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
増
や
す

5 総
下水道整備
計画の策定

下水道の個別の整備
計画を取りまとめた
総合的な計画を策定
し、優先順位の決定
や効率的な事業の推
進を図る。

市民
施
整

下水道整備
計画の策定

下水道整備
計画の策定

41,150
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 9,000 1
下水道整備計
画の策定

未 高 高 高 終了 なし
減
ら
す

5
下水道整備
計画の策定

下水道整備方
針の策定（平
成１９年度か
ら繰越）

策定月
平成２０
年８月

平成２０
年８月

10,150

5
下水道整備
計画の策定

関係機関調整
事務

調整会議開催
回数

年４回 年０回
関係機関調整
事務

調整会議開催
回数

年４回 1
下水道整備計
画の策定

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

5
下水道整備
計画の策定

下水道整備計
画の策定

策定月
平成２２
年３月

－ 31,000
下水道整備計
画の策定

策定月
平成２２
年３月

9,000 1
下水道整備計
画の策定

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

6 総
千ノ川整備
事業（下
水）

上ノ田公園の地下に
6,000トンの調整
池を設置し、周辺の
内水を導水すること
により浸水被害の軽
減を図る。

上ノ田
公園周
辺地域
の市民

施
整

千ノ川整備
事業（下
水）

千ノ川整備
事業（下
水）

520,398
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 199,430 #
千ノ川整備事
業(下水)

未 高 高 高 終了 有り
減
ら
す

6
千ノ川整備
事業（下
水）

地元説明会 説明会開催 年６回 年２回 地元説明会 説明会開催 年３回 #
千ノ川整備事
業(下水)

不
可

必
要

不
可

済 無 なし
予算
なし
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第４次 第５次

2,721,497 2,721,497 6,108,632 6,108,632

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

下水道建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

下水道建設課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

6
千ノ川整備
事業（下
水）

導水管・放流
管工事（工事
請負）(平成１
９年度から繰
越）

工事延長 412m 404m 94,640

6
千ノ川整備
事業（下
水）

導水管・放流
管工事（工事
請負）

工事延長 577m 621m 92,918

導水管・放流
管工事（工事
請負）（平成
20年度から繰
越）

工事延長 251.8m 89,430 #
千ノ川整備事
業(下水)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
減
ら
す

6
千ノ川整備
事業（下
水）

調整池建設工
事（工事請
負）

整備率 100% 100% 291,604

6
千ノ川整備
事業（下
水）

機械設備工事 ポンプ設備 １式 １式 19,950

6
千ノ川整備
事業（下
水）

電気設備工事 電気設備 １式 １式 21,286

6
千ノ川整備
事業（下
水）

上ノ田公園整
備工事（工事
請負）

復旧面積
2,700m
2

65,000 #
千ノ川整備事
業(下水)

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

6
千ノ川整備
事業（下
水）

上ノ田公園整
備搬出入路整
備工事（工事
請負）

整備延長 200m 30,000 #
千ノ川整備事
業(下水)

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

6
千ノ川整備
事業（下
水）

工事に係る家
屋等補償（直
営）

補償交渉案件
の未締結率

0 5,000 #
千ノ川整備事
業(下水)

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 21

引き続き、職員によ
り対応していた補償
交渉の業務を委託す
る。

減
ら
す

6
千ノ川整備
事業（下
水）

工事に係る家
屋事後調査
（委託）

調査件数 50件 10,000 #
千ノ川整備事
業(下水)

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

7 総
千ノ川整備
事業（河
川）

千ノ川流域の浸水被
害軽減対策として、
準用河川千ノ川の未
改修区間の整備を進
める。

千ノ川
流域の
市民

施
整

千ノ川整備
事業（河
川）

千ノ川整備
事業（河
川）

11,358
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 52,490 2
千ノ川整備事
業(河川)

未 高 高 高 拡大 有り
増
や
す

7
千ノ川整備
事業（河
川）

用地買収・補
償交渉等協議

協議回数 年２回 年２回
用地買収・補
償交渉等協議

協議回数 年２回 2
千ノ川整備事
業(河川)

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 22
補償額の積算業務を
委託化する。

予算
なし

7
千ノ川整備
事業（河
川）

補償費算定
（委託）

作成時期
平成２２
年３月

14,600 2
千ノ川整備事
業(河川)

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

7
千ノ川整備
事業（河
川）

検討委員会 回数 年５回 年４回 358 検討委員会 回数 年５回 490 2
千ノ川整備事
業(河川)

不
可

必
要

不
可

済 無 なし
減
ら
す

7
千ノ川整備
事業（河
川）

現地実験（委
託）

実施月
平成２１
年６月

3,000 2
千ノ川整備事
業(河川)

7
千ノ川整備
事業（河
川）

関係機関協議 回数 年２回 年２回 関係機関協議 回数 年２回 2
千ノ川整備事
業(河川)

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし
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2,721,497 2,721,497 6,108,632 6,108,632

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

下水道建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

下水道建設課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

7
千ノ川整備
事業（河
川）

予備設計（委
託）

作成月
平成２１
年３月

平成２１
年３月

11,000
予備・詳細設
計（委託）

作成月
平成２２
年３月

29,000 2
千ノ川整備事
業(河川)

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
減
ら
す

7
千ノ川整備
事業（河
川）

土質調査（委
託）

調査箇所 ３箇所 5,400 2
千ノ川整備事
業(河川)

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
減
ら
す

8 総

水辺環境の
基本計画の
策定（駒寄
川）

新総合計画、環境基
本計画などと整合を
図り、水循環水環境
に配慮した駒寄川流
域の具体的な整備計
画を定める。

市民
政
策

水辺環境の
基本計画の
策定（駒寄
川）

水辺環境の
基本計画の
策定（駒寄
川）

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

8

水辺環境の
基本計画の
策定（駒寄
川）

地元説明会 打合せ会議 年２回 年２回 地元説明会 回数 年２回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

8

水辺環境の
基本計画の
策定（駒寄
川）

関係機関調整
事務

打合せ会議 年２回 年２回
関係機関調整
事務

回数 年２回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

9 総
地震対策の
推進

下水道施設の耐震化
工事等を実施しライ
フラインとしての信
頼性を確保する。

市民
政
策

地震対策の
推進

地震対策の
推進

0
国との調整に時間を
要したため、今後成
果が見込まれる。

Ａ 55,805 7
地震対策の推
進

未 高 高 高 拡大 なし
増
や
す

9
地震対策の
推進

下水道管路耐
震詳細設計積
算（委託）

人孔箇所数
延長

７箇所
420m

１１箇所
926m

0
下水道管路耐
震詳細設計積
算（委託）

人孔箇所数
延長

７箇所
420m

2,805 7
地震対策の推
進

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
増
や
す

9
地震対策の
推進

下水道管路耐
震化工事（工
事請負）

工事延長 65m 53,000 7
地震対策の推
進

不
可

必
要

可
不
可

無 なし
増
や
す

10 総
下水道施設
の改築・修
繕

老朽化・劣化等によ
り適正な機能を発揮
していない下水道施
設の改築・修繕を計
画的、段階的に進め
る。

市民
施
管

下水道施設
の改築・修
繕

10,311
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

10
下水道施設
の改築・修
繕

資産台帳の作
成

処理分区数
６処理分
区

６処理分
区

10,311

資産台帳の作
成(予算は下水
道総務課の事
業№７へ)

資産台帳作成
業務の進捗率

0.5
不
可

必
要

可
不
可

無 なし
予算
なし

11 総
遊水機能土
地保全補助
金

遊水機能を保有する
土地の保全の奨励を
図り、市民生活の安
定に寄与する。

遊水機
能を保
有する
土地の
所有者

政
策

遊水機能土
地保全事業

1,899
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 18,557 8
遊水機能土地
保全事業

未 高 高 高 拡大 なし
増
や
す

11
遊水機能土
地保全補助
金

遊水機能保有
地への補助

対象面積
35,440
㎡

37,984
㎡

1,899

遊水機能土地
保全補助金の
交付申請の受
付、現地調査
及び交付事務

対象面積
371,12
9㎡

18,557 8
遊水機能土地
保全事業

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
増
や
す

11
遊水機能土
地保全補助
金

補助金交付要
綱の見直し

要綱案作成月
平成２０
年９月

平成２０
年９月

12 総
水循環水環
境改善事業

良好な水循環水環境
に改善するため、相
模川流域下水道事業
連絡協議会への参加
及び神奈川県への農
業用水利用の要請を
行う。

関係す
る県・
市町の
職員

政
策

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

12
水循環水環
境改善事業

相模川流域下
水道事業連絡
協議会事業計
画変更専門分
科会への参加

打合せ会議出
席回数

年２回 年２回

相模川流域下
水道事業連絡
協議会事業計
画変更専門分
科会への参加

打合せ会議出
席回数

年２回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし
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2,721,497 2,721,497 6,108,632 6,108,632

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

下水道建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

下水道建設課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

12
水循環水環
境改善事業

相模川左岸農
業用水の冬期
通水について
県への要請協
議

協議回数 年２回 年１回

相模川左岸農
業用水の冬期
通水について
県への要請協
議

協議回数 年２回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

13 総
雨水貯留タ
ンク設置奨
励事業

雨水の流出抑制及び
雨水の利用のための
雨水貯留タンクの設
置を奨励し、都市に
おける浸水被害の軽
減に資するとともに
健全な水循環の再生
に寄与する。

雨水貯
留タン
クを設
置する
市民等

政
策

雨水貯留タ
ンク設置奨
励事業

2,700 9
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

未 高 高 高 拡大 有り
増
や
す

13
雨水貯留タ
ンク設置奨
励事業

雨水貯留タン
ク設置費補助
金の交付申請
の受付及び交
付事務

対象基数 ５０基 1,500 9
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

13
雨水貯留タ
ンク設置奨
励事業

雨水貯留タン
クの普及啓発
活動

講演会回数 １回
不
可

必
要

不
可

可 無 有り 22
啓発活動として市民
協働事業を開始す
る。

増
や
す

13
雨水貯留タ
ンク設置奨
励事業

雨水貯留タン
ク公共施設設
置（委託）

設置基数 １６基 1,200 9
雨水貯留タン
ク設置奨励事
業

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持


